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株式会社 Nagisa の株式の取得（子会社化）に関するお知らせ 

 

 

当社は、2020 年 10 月 13 日開催の取締役会において、以下のとおり、株式会社 Nagisa（以下、

「Nagisa」）の株式を取得し、子会社化することについて決議いたしましたので、下記の通りお

知らせいたします。 

 

１．株式の取得の理由 

当社グループは、日本国著作権法第一章 総則の第一条にある「著作物は文化の発展に寄与す

る」、「著作物の利用と保護の調和」を第一義に、デジタル化された数多くの著作物を、公正利用

のもと、出来るだけ広く頒布し著作者に収益を還元するという「著作物の健全なる創造サイクル

の実現」をミッションとし、「ひとつでも多くのコンテンツを、ひとりでも多くの人へ」をビジ

ョンに掲げ、日本における文化の発展及び豊かな社会づくりに貢献するため、積極的な業容の拡

大及び企業価値の向上に取り組んでまいりました。 

 Nagisa は、「構想はいつも、実現を待っている。」というミッションのもと、高い企画開発

力と技術力を背景に、フリーミアム型マンガアプリの開発から運用・保守（マンガ事業）、並び

に 2.5 次元／声優に特化した動画配信サービス（FanTech 事業）を展開しております。 

現在、スマートフォン等の電子デバイスの普及とそれに伴うユーザーのライフスタイルの変

化、及び電子書店や出版社による提供コンテンツ、キャンペーンの増加の双方の要因が相まって

電子書籍流通市場は当社の予想を上回る速度で成長を遂げております。また一方で、新たなデジ

タル技術を使ったデジタルトランスフォーメーション（DX）による、これまでにないビジネスモ

デルの展開によって、ゲームチェンジに成功したグローバルのメガベンチャーが台頭してきて

おります。日本市場においても DX の浸透と成長が求められており、デジタルコンテンツの流通

においても同様に、リアルとデジタルチャネルのさらなる融合、データの活用、テクノロジーを



掛け合わせた新たなマーケティング手法等による DX のさらなる推進が不可欠と認識しておりま

す。 

このような変化の中、デジタルコンテンツにおけるサービスプロダクト提供方法やマネタイ

ズの手法は多様化してきており、今後さらに加速していくものと思われます。当社グループでは、

こうした市場環境を捉え、Nagisa がアプリ市場においてこれまでに 4,000 万 DL 以上の実績を有

するに至ったアプリ開発力と企画推進といった競争優位をさらに高めながら、メディアドゥが

展開しているデジタルコンテンツの流通最大化のための配信プラットフォームおよびソリュー

ションの開発・提供、ディストリビューション、プロモーションと連携し、アプリを基軸とした

デジタルコンテンツ流通のあり方やデータの活用、並びにマンガの新たなマーケティング手法

の模索に取り組んでまいります。また、デジタルコンテンツ流通におけるバリューチェーンの相

互補完を図り多様化するユーザーに最適なコンテンツを届ける新たなプラットフォームの提供

やビジネス開発を推進することで、出版市場のさらなる DX 化、市場拡大への貢献と当社グルー

プの企業価値の向上に取り組んでまいります。 

 

２．異動する子会社の概要 

（１） 名 称 株式会社 Nagisa (Nagisa, Inc.) 

（２） 所 在 地 東京都目黒区青葉台四丁目７番７号 青葉台ヒルズ 10F 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 横山 佳幸 

（４） 事 業 内 容 メディア事業(スマートフォンアプリ) 

（５） 資 本 金 １億 3,293 万円 

（６） 設 立 年 月 日 2010 年５月 17 日 

（７） 大株主及び持株比率 

ニッセイ・キャピタル５号投資事業有限責任組合 18.48％ 

ニッセイ・キャピタル６号投資事業有限責任組合 10.14％ 

ニッセイ・キャピタル７号投資事業有限責任組合 6.78％ 

ニッセイ・キャピタル８号投資事業有限責任組合 10.14％ 

横山 佳幸 31.2％ 

（他、持株比率 10％未満の少数株主７名（６法人並びに個人株主１名）） 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 
当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係はあ

りません。 

人 的 関 係 
当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係はあ

りません。 

取 引 関 係 
当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係はあ

りません。 

（９） 当該会社の最近３年間の連結経営成績及び連結財政状態 

決算期 2018 年３期 2019 年３期 2020 年３期 

 純 資 産 297 百万円 160 百万円 △9 百万円 



 総 資 産 413 百万円 257 百万円 155 百万円 

 １ 株 当 た り 純 資 産 182.20 円 95.98 円 △5.39 円 

 売 上 高 768 百万円 507 百万円 510 百万円 

 営 業 利 益 △228 百万円 △201 百万円 △180 百万円 

 経 常 利 益 △229 百万円 △200 百万円 △165 百万円 

 当 期 純 利 益 △219 百万円 △203 百万円 △169 百万円 

 １ 株 当 た り 当 期 利 益 △134.35 円 △121.77 円 △101.37 円 

 

３．株式取得の相手先の概要 

(A) ニッセイ・キャピタル５号投資事業有限責任組合 

（１） 名 称 ニッセイ・キャピタル５号投資事業有限責任組合 

（２） 所 在 地 東京都千代田区丸の内二丁目３番２号 郵船ビルディング 

（３） 設 立 根 拠 等 投資事業有限責任組合契約に関する法律 

（４） 組 成 目 的 
組成期間中に上場その他これに準ずる流通状況が見込める株式会社

への出資 

（５） 組 成 日 2011 年１月 21 日 

（６） 出 資 の 総 額 100 億円 

（７） 出資者・出資者の概要 
１．日本生命保険相互会社（有限責任組合員） 

２．ニッセイ・キャピタル株式会社（無限責任組合員） 

（８） 業務執行組合員の概要 

名 称 ニッセイ・キャピタル株式会社 

所 在 地 東京都千代田区丸の内二丁目３番２号 郵船ビル

ディング 

代 表 者 の 

役 職 ・ 氏 名 

代表取締役 安達 哲哉 

事 業 内 容 プライベート・エクイティ投資事業 

資 本 金 30 億円 

（９） 
上 場 会 社 と 当 該 

ファンドとの間の関係 

上 場 会 社 と 

当該ファンド 

との間の関係 

該当事項はありません。 

上場会社と業務

執行組合員との

間 の 関 係 

該当事項はありません。 

 

(B) ニッセイ・キャピタル６号投資事業有限責任組合 

（１） 名 称 ニッセイ・キャピタル６号投資事業有限責任組合 



（２） 所 在 地 東京都千代田区丸の内二丁目３番２号 郵船ビルディング 

（３） 設 立 根 拠 等 投資事業有限責任組合契約に関する法律 

（４） 組 成 目 的 
組成期間中に上場その他これに準ずる流通状況が見込める株式会社

への出資 

（５） 組 成 日 2014 年７月１日 

（６） 出 資 の 総 額 100 億円 

（７） 出資者・出資者の概要 
１．日本生命保険相互会社（有限責任組合員） 

２．ニッセイ・キャピタル株式会社（無限責任組合員） 

（８） 業務執行組合員の概要 

名 称 ニッセイ・キャピタル株式会社 

所 在 地 東京都千代田区丸の内二丁目３番２号 郵船ビル

ディング 

代 表 者 の 

役 職 ・ 氏 名 

代表取締役 安達 哲哉 

事 業 内 容 プライベート・エクイティ投資事業 

資 本 金 30 億円 

（９） 
上 場 会 社 と 当 該 

ファンドとの間の関係 

上 場 会 社 と 

当該ファンド 

との間の関係 

該当事項はありません。 

上場会社と業務

執行組合員との

間 の 関 係 

該当事項はありません。 

 

(C) ニッセイ・キャピタル７号投資事業有限責任組合 

（１） 名 称 ニッセイ・キャピタル７号投資事業有限責任組合 

（２） 所 在 地 東京都千代田区丸の内二丁目３番２号 郵船ビルディング 

（３） 設 立 根 拠 等 投資事業有限責任組合契約に関する法律 

（４） 組 成 目 的 
組成期間中に上場その他これに準ずる流通状況が見込める株式会社

への出資 

（５） 組 成 日 2016 年５月 16 日 

（６） 出 資 の 総 額 100 億円 

（７） 出資者・出資者の概要 
１．日本生命保険相互会社（有限責任組合員） 

２．ニッセイ・キャピタル株式会社（無限責任組合員） 

（８） 業務執行組合員の概要 

名 称 ニッセイ・キャピタル株式会社 

所 在 地 東京都千代田区丸の内二丁目３番２号 郵船ビル

ディング 



代 表 者 の 

役 職 ・ 氏 名 

代表取締役 安達 哲哉 

事 業 内 容 プライベート・エクイティ投資事業 

資 本 金 30 億円 

（９） 
上 場 会 社 と 当 該 

ファンドとの間の関係 

上 場 会 社 と 

当該ファンド 

との間の関係 

該当事項はありません。 

上場会社と業務

執行組合員との

間 の 関 係 

該当事項はありません。 

 

(D) ニッセイ・キャピタル８号投資事業有限責任組合 

（１） 名 称 ニッセイ・キャピタル８号投資事業有限責任組合 

（２） 所 在 地 東京都千代田区丸の内二丁目３番２号 郵船ビルディング 

（３） 設 立 根 拠 等 投資事業有限責任組合契約に関する法律 

（４） 組 成 目 的 
組成期間中に上場その他これに準ずる流通状況が見込める株式会社

への出資 

（５） 組 成 日 2017 年 10 月 26 日 

（６） 出 資 の 総 額 100 億円 

（７） 出資者・出資者の概要 
１．日本生命保険相互会社（有限責任組合員） 

２．ニッセイ・キャピタル株式会社（無限責任組合員） 

（８） 業務執行組合員の概要 

名 称 ニッセイ・キャピタル株式会社 

所 在 地 東京都千代田区丸の内二丁目３番２号 郵船ビル

ディング 

代 表 者 の 

役 職 ・ 氏 名 

代表取締役 安達 哲哉 

事 業 内 容 プライベート・エクイティ投資事業 

資 本 金 30 億円 

（９） 
上 場 会 社 と 当 該 

ファンドとの間の関係 

上 場 会 社 と 

当該ファンド 

との間の関係 

該当事項はありません。 

上場会社と業務

執行組合員との

間 の 関 係 

該当事項はありません。 

※各投資事業有限責任組合における出資比率に就きましては、相手先の強い要請、及び当事者間の秘密



保持義務に基づき非開示とさせていただきます。 

 

上記の他、株式保有比率の合計が 23.3%を占める、保有株式比率 10%未満の６法人並びに個人

株主１名を株式取得の相手先としておりますが、具体的な名称等は相手先の強い要請、及び記載

当事者間の秘密保持義務に基づき非開示とさせていただきます。なお、当社との間に記載すべき

資本関係、人的関係、及び取引関係はありません。また、当社関係者との間に記載すべき事項は

ありません。 

 

４．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 
異動前の所有

株 式 数 

０株 

（議決権の数：０個） 

（議決権所有割合：０％） 

（２） 取 得 株 式 数 
1,147,220 株 

（議決権の数：1,147,220 個） 

（３） 取 得 価 額 

取得価額につきましては、当事者間の秘密保持義務に基づき非公

表とさせていただきますが、適切なデューデリジェンスを実施の

上、公正妥当と考えられる金額にて取得しております。 

（４） 
異動後の所有

株 式 数 

1,147,220 株 

（議決権の数：1,147,220 個） 

（議決権所有割合：68.8％） 

 

５．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2020 年 10 月 13 日 

（２） 契 約 締 結 日 2020 年 10 月 13 日 

（３） 株 式 譲 渡 実 行 日 2020 年 10 月 30 日（予定） 

 

６．今後の見通し 

 本件株式取得により、2020 年 10 月 30 日付にて Nagisa は当社の連結子会社となります。同社

の子会社化に伴う当社連結業績への取り込みについては、第４四半期からの取り込みとなりま

す。本件株式取得による当社連結業績への影響については、現時点で見込める範囲について、本

日、別途公表しました当社の「通期連結業績予想の上方修正並びに配当予想の修正（増配）に関

するお知らせ」に織り込んで記載しております。 

 

（参考）当期連結業績予想（2020 年 10 月 13 日公表分）及び前期連結実績 

 
連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に帰

属する当期純利



益 

当期連結業績予想 

（2021 年２月期） 
85,000 百万円 2,800 百万円 2,800 百万円 1,500 百万円 

前期連結実績 

（2020 年２月期） 
65,860 百万円 1,853 百万円 1,761 百万円 884 百万円 

以 上 


